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岩井　昭

つどひ

せ
つ
）
の
お
三
方
を
お
招
き

し
て
「
落
語
会
と
忘
年
懇
親

会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
場
正
面
に
設
え
ら
れ
た

緋
毛
氈
の
高
座
で
日
頃
の
稽

古
の
成
果
を
同
窓
会
の
会
員

の
皆
様
の
前
で
ご
披
露
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

最
初
の
「
真
田
小
僧
」
は

親
父
さ
ん
か
ら
小
遣
い
を
せ

び
り
取
る
お
ま
せ
な
ガ
キ
の

姿
を
活
写
し
て
秀
逸
、
お
二

人
目
の
女
流
は
「
死
ぬ
な
ら

今
」
の
お
題
で
地
獄
の
沙
汰

も
金
次
第
を
好
演
、
と
り
を

務
め
た
の
は
耳
に
も
止
ま
ら

ぬ
講
談
の
語
り
口
を
取
り
混

ぜ
た
「
や
か
ん
」
で
大
熱
演

で
し
た
。

　

引
き
続
き
「
忘
年
懇
親
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
岩
井
会

長
の
挨
拶
、
宇
田
川
名
誉
教

授
に
よ
る
乾
杯
の
挨
拶
で
幕

を
開
け
会
員
相
互
の
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
「
落
語
会
と
忘
年
懇

親
会
」
は
初
め
て
行
わ
れ
る

企
画
で
し
た
が
、
三
十
名
ほ

ど
の
会
員
の
方
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
大
盛
況
裏
に
終
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
回
も
沢
山
の
会
員
の
方

が
集
え
る
よ
う
な
会
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
定
期
総
会
・

講
演
会
・
懇
親
会
が
、
去
る

7
月
8
日
（
土
）
14
時
よ
り

市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

一
、�定
期
総
会
会
場
富
士
見

坂
校
舎
3
階
F
3
0
9

教
室

定
刻
14
時
に
山
口
副
会
長

の
司
会
に
よ
り
開
会
が
宣
言

さ
れ
、
議
事
進
行
前
に
総
会

出
席
者
全
員
（
40
名
超
）
に

よ
る
、
物
故
会
員
へ
の
黙
祷

が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
つ
づ

い
て
、
岩
井
会
長
、
奥
西
経

営
学
部
長
よ
り
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
窓
会
総
会
の

来
賓
の
紹
介
、
代
表
し
て
校

友
会
佐
々
木
副
会
長
に
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
議
長
に
岩
井

会
長
を
選
任
し
、
議
事
進
行

に
移
り
ま
し
た
。

第
1
号
議
案
2
0
1
6

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
承

認
の
件
2
0
1
6
年
度
事

業
報
告
に
つ
い
て
三
海
副
会

長
、
2
0
1
6
年
度
決
算
及

び
剰
余
金
の
処
理
に
つ
い
て

倉
林
事
務
局
長
よ
り
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
、

飯
塚
監
事
よ
り
、
今
期
の
当

該
法
人
の
業
務
の
執
行
及
び

財
産
の
状
況
に
つ
い
て
、
適

正
で
あ
る
旨
の
監
査
報
告
が

な
さ
れ
、
そ
の
後
、
採
決
を

行
い
賛
成
多
数
の
拍
手
に
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第
2
号

議
案
2
0
1
7
年
度
事
業

計
画
案
及
び
予
算
案
承
認
の

件
2
0
1
7
年
度
事
業
計

画
に
つ
い
て
三
海
副
会
長
、

2
0
1
7
年
度
会
計
予
算
書

（
案
）
に
つ
い
て
倉
林
事
務
局

長
よ
り
報
告
が
な
さ
れ
、
そ

の
後
、
採
決
を
行
い
、
賛
成

多
数
の
拍
手
に
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
第
3
号
議
案
役
員

選
任
承
認
の
件
2
0
1
7
年

度
か
ら
任
期
2
年
の
役
員
構

成
（
案
）
に
つ
い
て
藤
野
常

任
幹
事
よ
り
提
案
が
あ
り
、

そ
の
後
、
採
決
を
行
い
、
賛

成
多
数
の
拍
手
に
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

14
時
50
分
に
全
て
の
議
事

が
決
議
さ
れ
、
岩
井
議
長
の

閉
会
宣
言
、
三
海
副
会
長
の

閉
会
の
挨
拶
を
も
っ
て
、
総

会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

二
、�講
演
会
会
場
富
士
見
坂

校
舎
3
階
F
3
0
9
教

室15時
よ
り
講
演
会
が
総
会

と
同
じ
F
3
0
9
教
室
に
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
山
口
副

会
長
の
司
会
に
よ
り
開
会
が

宣
言
さ
れ
、
平
田
英
明
経
営

学
部
教
授
が
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
評
価
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
を
い
た
だ
き
、
大
変
盛
況

な
中
で
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た

三
、�懇
親
会
会
場
富
士
見
坂

校
舎
地
下
1
階
富
士
見
坂

食
堂

引
き
続
き
16
時
よ
り
富
士

見
坂
校
舎
地
下
1
階
富
士
見

坂
食
堂
に
移
り
、
40
名
超
の

参
加
の
下
、
合
間
副
会
長
の

司
会
に
皆
さ
ん
和
気
あ
い
あ

い
歓
談
さ
れ
、
会
の
途
中
で

は
経
営
学
部
広
報
委
員
会
の

在
校
生
の
皆
さ
ん
の
紹
介
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
締
め

で
は
文
学
部
同
窓
会
堀
江
会

長
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
最

後
に
法
政
大
学
応
援
団
O
B

で
、
本
同
窓
会
の
千
應
山
副

幹
事
長
の
も
と
、
校
歌
を
全

員
で
声
高
ら
か
に
唱
和
し
ま

し
た
。

17
時
30
分
に
予
定
の
全
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

（
事
務
局
杉
山
）
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10
月
11
日
（
水
）
の
18
時

30
分
か
ら
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ

ワ
ー
26
階
の
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

で
、
経
営
学
部
同
窓
会
主
催

の
「
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
7
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
毎
年
秋
の

同
窓
会
恒
例
行
事
と
な
っ
て

お
り
、本
年
も
昨
年
同
様
【
共

催
】経
営
学
部
学
術
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
委
員
会
【
後
援
】
経
営
学

部
教
授
会
及
び
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
【
協
賛
】
一
般
社
団

法
人
法
政
大
学
校
友
会
で
の

開
催
で
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
あ
た

り
、
主
催
者
の
岩
井
会
長
、

ア
業
界
だ
か
ら
見
え
た
、
ど

こ
で
も
通
用
す
る
人
材
の
共

通
点
」
を
演
題
に
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
メ
デ
ィ
ア
業

界
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

新
聞
、
雑
誌
で
し
た
が
、
加

え
て
現
在
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
S
N
S
と
い
う
誰

で
も
発
信
で
き
る
メ
デ
ィ
ア

が
発
達
し
て
き
ま
し
た
。

　

情
報
の
量
が
増
え
た
分
、

情
報
の
価
値
が
下
が
る
時
代

だ
か
ら
こ
そ
選
び
抜
か
れ
た

情
報
と
い
う
強
み
、
裏
を
と

る
ス
キ
ル
、
デ
ジ
タ
ル
化
が

出
来
る
人
材
が
必
要
な
の
で

す
。

　

メ
デ
ィ
ア
業
界
に
向
い
て

い
る
人
と
し
て
、
情
報
に
触

れ
る
こ
と
が
好
き
、
好
奇
心

旺
盛
、
読
書
好
き
、
人
の
話

を
聞
く
の
が
好
き
な
人
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
は
、
学
生
向

け
に
現
場
か
ら
見
た
採
り
た

く
な
る
人
材
（
好
感
の
持
て

る
人
）
に
つ
い
て
も
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

人
事
側
と
し
て
は
、
業
界

や
そ
の
会
社
の
情
報
調
べ
を

し
て
い
て
、
問
題
意
識
が
あ

り
、
解
決
の
た
め
の
仕
事
探

し
が
で
き
、
意
欲
と
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
さ
や
主
観
的
で

な
く
客
観
的
な
視
点
か
ら
物

事
を
考
え
る
人
を
採
用
し
た

い
そ
う
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
求
め
ら
れ
る

人
材
に
な
る
に
は
、

一
、
自
分
で
自
分
の
可
能
性

を
狭
め
な
い(=

が
む
し
ゃ
ら

を
否
定
し
な
い)

二
、
柔
軟
に
考
え
る(

＝
自

発
的
に
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

を
行
う)

三
、
マ
ー
ケ
ィ
ン
グ
視
点
を

持
つ(

＝
需
要
と
供
給
を
意

識)四、
キ
ャ
リ
ア
の
自
律(

＝

3
年
後
、
10
年
後
の
理
想
を

描
く
こ
と)

　

つ
ま
り
、
指
示
待
ち
や
変

化
を
嫌
わ
ず
、
簡
単
な
こ
と

で
も
い
い
の
で
新
し
い
仕
組

み
を
立
案
&
実
行
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
伺
い
ま
し
た
。

　

非
常
に
興
味
深
く
、
為
に

な
る
ご
講
演
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ス
タ
ッ
フ
ク
ラ

ブ
に
場
所
を
移
し
て
田
中
先

生
な
ど
御
来
賓
を
交
え
て
懇

親
会
を
開
催
、
楽
し
く
懇
談

し
散
会
し
ま
し
た
。

次
い
で
教
授
会
か
ら
奥
西
学

部
長
、
学
術
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委

員
会
の
滝
澤
委
員
長
、
協
賛

を
頂
い
た
校
友
会
か
ら
佐
々

木
副
会
長
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

経
営
学
部
学
生
広
報
委
員

会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
10

月
11
日
開
催
の
「
ト
ッ
プ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー�

２
０
１
７
」
の
取
材
記
事
を

掲
載
致
し
ま
す
。

　

尚
、
こ
の
記
事
は
経
営
学

部
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
へ

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
ご
高
覧
下
さ
い
。

　

同
窓
会
員
の
皆
さ
ん
、
こ

ん
に
ち
は
！
学
生
広
報
委
員

の
竹
内
、
武
原
、
林
、
山
田

で
す
。

　

寒
さ
が
堪
え
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
が
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
今
回
は
、
10
月
11
日

（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
ト
ッ
プ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
に

学
生
広
報
委
員
も
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

レ
ポ
ー
ト
で
す
。

　

ま
ず
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ミ
ナ
ー
と
は
、
法
政
大

学
経
営
学
部
同
窓
会
が
企
画

し
て
い
る
毎
年
恒
例
の
行
事

の
一
つ
で
、
今
回
で
19
回
目

の
開
催
で
す
。

　

今
回
は
、
法
政
大
学
経
営

大
学
院
経
営
学
博
士
課
程
に

在
籍
中
で
あ
る
月
刊
誌　

日

経
ヘ
ル
ス
編
集
長　

田
中
祥

子
氏
に「
大
変
革
す
る
メ
デ
ィ

トップマネジメントセミナー
　2017

「大変革するメディア業界だから見えた、どこでも
通用する人材の共通点」

【
落
語
会
と

忘
年
懇
親
会
】

　

12
月
1
日
（
金
）
午
後
６

時
か
ら
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
25
階

の
ス
タ
ッ
フ
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
、
法
政
大
学
落
語
研
究
会

か
ら
田
町
家
真
血
多
（
た
ま

ち
や
ま
ち
た
）・
田
町
家
高
音

域
（
た
ま
ち
や
ソ
プ
ラ
ノ
）・

地
獄
家
羅
刹
（
じ
ご
く
や
ら
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山
嵜
輝
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は

2
0
1
7
年
度
で
6
年
目
と
な

る
比
較
的
新
し
い
ゼ
ミ
で
す
。

山
嵜
ゼ
ミ
で
は
、
証
券
分
析
、

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
理
論
、
デ
リ

バ
テ
ィ
ブ
理
論
、
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
を
中
心

に
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
論
を
学
ん
で

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
金
融

市
場
動
向
の
発
表
や
証
券
投
資

論
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
の
輪
読

な
ど
を
毎
週
の
授
業
で
行
っ
て

い
ま
す
。
1
年
を
通
し
て
金
融

市
場
の
動
き
を
丹
念
に
観
察
す

る
こ
と
で
、
株
価
や
為
替
レ
ー

ト
の
変
動
要
因
や
そ
の
背
景
と

な
る
ニ
ュ
ー
ス
が
明
確
に
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
ゼ

ミ
生
と
し
て
は
と
て
も
面
白
く
、

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
ま

た
、
1
年
に
一
度
は
金
融
市
場

に
思
い
も
よ
ら
な
い
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
が
起
こ
り
ま
す
。
昨
年

の
例
で
い
え
ば
、
米
国
の
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
就
任
や
イ
ギ
リ
ス

の
E
U
離
脱
で
す
。
ゼ
ミ
で
は
、

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
金
融

市
場
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、

様
々
な
議
論
を
展
開
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
山
嵜
ゼ
ミ
で
は
、
毎

年
1
回
、
金
融
業
界
で
働
い

て
い
る
方
々
を
ゼ
ミ
に
招
い

て
、
実
務
家
講
演
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
2
0
1
6
年
度

は
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
フ
ァ
ン

ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
お
招
き
し

て
、「
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
と
は

何
か
？
」、「
ど
の
よ
う
な
業
務

を
し
て
い
る
の
か
？
」
な
ど
の

基
礎
知
識
か
ら
、「
ト
ラ
ン
プ
・

シ
ョ
ッ
ク
（
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

当
選
直
後
の
株
式
市
場
の
乱
高

下
）の
と
き
の
運
用
成
績
は
？
」、

「
仕
事
は
何
時
く
ら
い
に
終
わ
る

か
？
」、「
学
生
時
代
は
ど
ん
な

こ
と
を
し
て
い
た
の
か
？
」
な

ど
、
普
段
は
あ
ま
り
聴
け
な
い

よ
う
な
お
話
も
し
て
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
2
0
1
5
年
度
に

は
、
法
政
大
学
の
O
B
で
も
あ

る
、み
ず
ほ
投
信
投
資
顧
問
（
現

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
トOne

）

の
株
式
運
用
担
当
者
の
方
に
ご

講
演
頂
き
ま
し
た
。「
ど
の
よ
う

な
銘
柄
に
投
資
す
る
の
が
よ
い

の
か
？
」、「
み
ず
ほ
投
信
投
資

顧
問
で
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し

て
い
る
の
か
？
」
な
ど
、
大
変

興
味
深
い
お
話
を
聴
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

近
況
は
、
先
輩
が
卒
業
し
て

代
替
わ
り
し
、
新
年
度
を
迎
え

て
新
し
い
ゼ
ミ
生
が
入
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
ゼ
ミ
は
勉
学

に
励
む
だ
け
で
な
く
、
新
し
い

人
間
関
係
を
構
築
す
る
場
所
で

す
。
山
嵜
ゼ
ミ
生
の
特
色
と
し

て
は
、
何
事
に
も
真
面
目
に
取

り
組
み
、
気
を
抜
く
と
き
は
気

を
抜
く
、
メ
リ
ハ
リ
の
つ
い
た

学
生
が
と
て
も
多
い
で
す
。
ゼ

ミ
の
最
中
は
皆
と
て
も
真
面
目

に
授
業
に
取
り
組
み
、
意
見
を

出
し
合
っ
た
り
、
質
問
し
た
り

し
ま
す
が
、
授
業
が
終
わ
っ
た

ら
ゼ
ミ
生
で
仲
良
く
談
笑
し
て

い
ま
す
。
よ
り
良
い
ゼ
ミ
に
し

よ
う
と
ゼ
ミ
・
メ
ン
バ
ー
で
切

磋
琢
磨
し
て
お
り
、
私
自
身
も

ど
の
よ
う
な
ゼ
ミ
に
成
長
し
て

い
く
の
か
今
後
が
楽
し
み
で
す
。

　

山
嵜
ゼ
ミ
の
卒
業
生
は
、
証

券
、
銀
行
な
ど
の
金
融
業
界
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
様
々
な
企

業
に
就
職
し
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
現
役
ゼ
ミ
生
は
金
融
業

界
を
志
望
す
る
者
が
多
い
の
で

す
が
、
金
融
以
外
の
業
界
を
志

望
す
る
者
も
お
り
、
志
望
業
種

は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

山
嵜
ゼ
ミ
で
学
ん
で
い
る
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
は
、
ど
の
よ
う
な
職

種
に
就
こ
う
が
、
ど
の
業
界
に

行
こ
う
が
、
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
は
欠
か
せ
な
い
学
問
な
の
で
、

ゼ
ミ
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
社
会

で
活
か
せ
る
よ
う
に
ゼ
ミ
生
一

同
で
勉
学
に
励
み
た
い
で
す
。

　

9
月
10
日
（
日
）
2
0
1
7

年
度
第
41
回
総
理
大
臣
杯
全
日

本
大
学
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
決
勝
で
本
学
体
育
会
サ
ッ

カ
ー
部
は
明
治
大
学
と
対
戦
、

1
‒
0
で
勝
利
し
優
勝
を
お
さ

め
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
法
政

イ
レ
ブ
ン
！

記
事
写
真

法
政
大
学
広
報
課

Facebook

よ
り
転
載

【
事
務
局
便
り
】

　

市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
新
校
舎

の
南
棟
（
仮
称
）
が
立
ち
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。
地
上
8
階
、
地

下
1
階
の
校
舎
で
、
2
0
1
9

年
1
月
竣
工
（
予
定
）
と
な
り

ま
す
。
写
真
手
前
は
、
私
の

よ
う
な
シ
ニ
ア
世
代
で
は
、
錦

鯉
が
泳
ぐ
池
の
あ
っ
た
大
内
山

公
園
エ
リ
ア
、
中
ほ
ど
は
学
生

ホ
ー
ル
や
書
店
、
地
下
に
は
生

協
第
一
食
堂
が
あ
っ
た
エ
リ
ア

で
す
。
そ
し
て
、
奥
の
方
は
大

教
室
5
1
1
教
室
や
地
下
に

す
し
コ
ー
ナ
ー
も
あ
っ
た
第
二

食
堂
の
エ
リ
ア
で
す
ね
。
20
世

紀
半
ば
に
建
て
ら
れ
た
55
・
58

年
館
は
、
2
0
1
9
年
4
月
に

解
体
工
事
が
は
じ
ま
る
予
定
で

す
。
昔
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
面
影

が
な
く
な
る
日
が
近
づ
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん

も
、
近
い
う
ち
に
大
学
訪
問
さ

れ
、
写
真
に
お
さ
め
て
お
く
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

事
務
局　

文
‒
杉
山�

孝
（
昭
和

62
年
卒
）、
写
真
‒
柴
岡　

義
則

（
平
成
5
年
卒
）

　

6
勝
6
敗
の
勝
ち
点
3
、
3

位
と
い
う
順
位
で
今
年
度
の
全

試
合
を
終
え
た
。
立
大
4
回
戦

を
も
っ
て
4
年
生
は
引
退
。
優

勝
へ
の
思
い
は
次
代
に
受
け
継

が
れ
る
。

記
事
写
真

ス
ポ
ー
ツ
法
政
新

聞
H
P
よ
り
転
載

　

本
日
11
月
5
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
た
第
49
回
全
日
本
大
学

駅
伝
対
校
選
手
権
（
全
日
本
大

学
駅
伝
）
で
、
本
学
は
5
時
間

20
分
59
秒
、
総
合
10
位
で
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。

　

沿
道
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
前
で
の
た

く
さ
ん
の
ご
声
援
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
2
0
1
8

年
の
お
正
月
に
向
け
て
走
り
続

け
る
選
手
た
ち
に
、
よ
り
一
層

の
ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

記
事
写
真

法
政
大
学
広
報
課

Facebook

よ
り
転
載

【
大
学
駅
伝
】

【
サ
ッ
カ
ー
部
が

総
理
大
臣
杯
で
優

勝
！
】

【
野
球
部
】

【
編
集
後
記
】

　

今
回
の
通
信
も
前
回
の
会
報

に
続
き
１
面
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
の
原
稿
、

写
真
な
ど
は
、
経
営
学
部
広
報

委
員
会
の
現
役
学
生
に
担
当
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
決
し
て
、

Ｏ
Ｂ
が
楽
を
し
た
く
て
手
抜
き

を
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
、
学
生
か
ら
見
た
視
点
で
報

告
を
し
て
も
ら
う
た
め
で
す
。

こ
の
こ
と
で
、
年
配
者
の
多
い

同
窓
会
に
多
少
な
り
と
も
学
生

の
活
力
を
注
入
で
す
。
そ
の
他

の
記
事
は
、
お
馴
染
み
の
Ｏ
Ｂ

会
員
中
心
に
執
筆
、
編
集
い
た

し
ま
し
た
。
会
員
間
の
親
睦
や

卒
業
生
の
新
規
加
入
の
促
進
を

図
る
た
め
、
経
営
学
部
同
窓
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
印
刷
物
の

紙
面
上
な
ど
で
会
員
諸
氏
か
ら

の
連
絡
や
報
告
な
ど
、
ど
の
よ

う
な
原
稿
で
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
「
こ

れ
を
掲
載
し
て
」
と
い
う
よ
う

な
依
頼
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が

現
状
で
す
。
と
い
う
わ
け
も
あ

り
、
現
役
学
生
に
も
経
営
学
部

同
窓
会
を
よ
り
深
く
認
知
、
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
紹
介
や
体
育
会
の
活
動

報
告
の
掲
載
に
も
力
を
入
れ
て
、

将
来
の
同
窓
会
加
入
に
結
び
付

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
現

役
生
、
卒
業
生
、
そ
し
て
教
授

陣
の
三
位
一
体
の
同
窓
会
」
の

通
信
・
会
報
を
目
標
と
し
て
、

広
報
担
当
一
同
、
次
号
も
一
段

と
親
し
み
の
も
て
る
同
窓
会
誌

を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
同
窓
会
会
員
諸
氏
の
提

言
、
近
況
報
告
な
ど
紙
面
充
実

へ
向
け
て
、
２
０
１
８
年
も
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

中
西　

文
行
（
昭
和
53
年
卒
）

【
宮
本 

幸
彦 

理

事
を
偲
ん
で
】

　

2
0
1
7
年
6
月
17
日�

ご
逝

去�

（
1
9
6
3
年
経
営
学
部
第

1
期
卒
業
）

　

宮
本
理
事
は
経
営
学
部
第
1

期
の
ご
卒
業
で
、
O
B
会
の
活

動
は
主
に
校
友
会
広
報
部
会
に

於
い
て
活
動
を
な
さ
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
広
報
部
会
で
は
部

会
長
と
い
う
要
職
で
メ
ン
バ
ー

を
ま
と
め
上
げ
ら
れ
、
会
報
の

制
作
等
校
友
会
の
広
報
活
動
に

ご
尽
力
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
昨
年
末
に
は
、
経
営
学
部
同

窓
会
理
事
会
の
発
足
に
伴
い
、

理
事
に
就
任
し
て
い
た
だ
い
た

ば
か
り
。
こ
れ
か
ら
と
い
う
時

に
突
然
の
悲
報
、
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。
こ
こ
に
生
前
の
ご
厚

情
に
感
謝
致
し
ま
す
と
供
に
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

松
本　

弘　
（
平
成
6
年
卒
）

第15号平成29年12月発行

山
嵜
ゼ
ミ
の
紹
介2

0
1
7
年
度
ゼ
ミ
生
　
長
星
眞
生

　
2
0
1
8
年
1
月
2
日
3

日
に
開
催
さ
れ
る
第
94
回
箱

根
駅
伝
。
昨
年
93
回
大
会
で

は
総
合
8
位
の
成
績
を
お
さ

め
、
今
年
は
シ
ー
ド
権
を
獲

得
。
目
指
す
は
、
連
続
シ
ー

ド
権
獲
得
と
上
位
入
賞
だ
。

選
手
全
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

～
箱
根
駅
伝
だ
よ
り
～

目
指
せ
上
位
入
賞
。
連
続
シ
ー
ド
権
確
保
へ
！

に
よ
り
、
上
位
入
賞
も
期
待

で
き
る
。
沿
道
で
、
お
茶
の

間
で
一
丸
と
な
っ
て
応
援
し

よ
う
！
応
援
に
関
す
る
情
報

は
、
法
政
大
学
後
援
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　
ガ
ン
バ
レ
！
　
法
政
！
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